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普段よく使用している工具が漏電！
気仙沼事業所 阿部 響太郎

普段よく使用している工具が漏電していた事例を
ご紹介します。

〔状況〕
８月中旬の土曜日の９時過ぎ、電気事故受付セン

ターから絶縁監視装置の警報が発報したとの連絡を
受けました。お客さまは鉄骨加工工場で、夏場の猛
暑日ということもあり、汗などによる感電事故の危
険性も高いため急いで現場へ出動しました。

〔調査〕
約40分後に到着し、お客さまへ問診したところ「特

に普段と変わった様子はない」とのお話でした。絶
縁監視装置の警報が継続中であることから、早速、
キュービクルにて漏えい電流を測定し調査を進める
と、工場内の電灯回路で漏電していることが分かり
ました。

次に、工場内の電灯盤で再度調査すると、作業場
のコンセント回路と特定することができました。そ
の回路を開放したうえで、お客さまとコンセントで
使用している機器を一つひとつ確認したところ、電
動ディスクグラインダがあり、絶縁抵抗測定をした
結果、0.01メグオームで絶縁不良でした。

なお、今回はマイナス側の漏電のため、漏電遮断
器は動作しませんでした。

〔原因〕
原因は、作業場で使用していた電動ディスクグラ

インダの絶縁不良による漏電と判明しました。2017
年製と比較的新しいものでしたが、使用頻度が高
かったため通常以上に劣化が進み、漏電に至ったも
のと考えられます。

〔復旧〕
当該機器をコンセントから切り離し、漏電が解消

されたことを確認して、漏電遮断器を投入し復旧し
ました。また、機器を再度使用することが無いよう、
お客さまに表示を付けていただくようお願いしまし
た。

〔お客さまの声〕
「普段からよく使用している工具なので、漏電し

ているとは思いませんでした。早急に対応していた
だき、負傷者もでないで良かった。ありがとうござ
いました」とお礼の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例では、幸い感電事故には至りませんで

したが、工具などは、漏電しているかどうかが外観
では分かりにくいため、漏電していると知らずにそ
のまま使用し、感電事故に繋がるというケースがあ
ります。

工具などは使用環境や使用頻度で耐用年数も変化
しますので、それを考慮し、劣化する前に交換する
などの注意が必要です。

今回の事故対応を通じ、絶縁監視装置の重要性を
再認識し、警報発報時の迅速な対応の大切さを痛感
しました。

原因の電動ディスクグラインダ

工場内の電灯盤（開放した漏電遮断器）




